　　　　　　　３　宿駅御用及び舟番所
　　　　　　　　　　　宿駅御用

　　　　　　　　　　　舟番所

　文政一一年丹後久美浜代官御通行につき達し書

文政一一年一一月二日

一丹後久美浜御代官蓑笠之助殿、検見御用相済、石見国大森町陣屋出立帰陣被致候旨、今日左之通先触相

　達候段、町庄屋井上三郎兵衛より御役所え差出し候ニ付、例之通写し取、直ニ継送り候様申付候。

　　覚

　一人足拾七人

　　内弐人　具足櫃壱差　　　四人　乗物壱挺

　　　四人　駕籠弐挺　　　　弐人　両掛弐荷
　　　壱人　合羽籠壱荷　　　壱人　竹馬壱荷

　　　三人　長持壱棹

　一軽尻壱疋

　　外宿　駕籠壱挺用意

　　　　　（中　　略）

　泊村

　　一一月三日　赤碕村　　　同　四日　泊村

　　　　　五日　鳥取　　　　　　六日　浜坂村

　　　　　七日　香住村　　　　　八日　久美浜着

　一道筋掃除、渡し場、船等洗置候様、并橋之損し等有之候は繕せ候事。
　一御郡役人、銘々構限手代并案内者召連付添候事。

　　但し、綿服・立付羽織にて、御郡限同勢召下り、付添可相勤事。

　一御領内道筋村々より、旧例之通引箒致し、村役人壱人ツ、村傍示迄付添候事。
　一泊・昼休宿え、立砂并箒出し候事。

　　一昼支度　一汁三菜酒菓子

　　一夜食　　一汁三菜酒菓子盛合　但し、京菓子

（『鳥取県史』諸事控）

　天保七年泊村往来宿継人馬賃銭五割増の儀聞届につき達し書

天保七年一一月二二日

　　　　　　　河村郡　泊村

右は困窮ニ付、往来宿継人馬賃銭、当申年より来酉年迄弐ヶ年之間、是迄御定外五割増可請取もの也。

　　年号月日　　　　在御用場

　　　　　　定

　一垂駕籠壱挺　人足弐人　一引戸駕籠壱挺　同三人

　一乗物　壱挺　同　四人

（『鳥取県史』諸事控）　　

　　天保九年　止宿間損之儀ニ付、潮津村振合願

　泊村方三役より、家中、役人衆中の宿駅御用多く、その都度問題となっているので、止宿の儀につ
　　いては、潮津村（青谷）と振合い下さるよう願い出たもの。

　　　　
　　　　　　　　　乍恐奉願上覚
一当村之儀、人馬浦手御用大切ニ相勤居申候所、近年諸御用多御座候ニ付、村方一統困窮仕候。殊更御家中様方東西御通行之節、人馬賃銭間損御座候。并ニ御役人様方御通行の砌り間ニは御止宿被遊候処、宿賄間損余程御座候て、村方難渋仕候得共、去暮迄は村方に引請割合等仕候得共、近年御時節柄ニ付、止村方家口多御座候て、当暮之間損数多御座候ニ付、村役人共心配致し、数日寄合評議仕候得共、迚も当暮之間損割合等致方無御座、恐多奉存候得共、右御止宿賄間損之儀、気多郡潮津村振合も御座候ニ付、何卒御慈悲之上を以、潮津村振合ニ被仰付被為下候ハヽ、難有仕合ニ奉存候。御時節柄奉恐入候へ共、諸手間損多御座候ニ付村方必至ニ相立申さず、無拠御願申上候。前文申上候通、御止宿間損之儀御慈悲ノ上を以、願之通宜敷被仰付為下候様、偏ニ奉願上候。以上。

　　　　　　　　　天保九年戌一一月日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年行司新三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年寄　孫三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　亀　吉

　　　　市川七郎左衛門　殿

　　　佐々木忠次郎　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『泊村郷土誌』）　

　
　弘化三年　夫馬儀定書
　宿駅伝馬の御用を預かる泊村には夫馬持がいた。この資料は三年分の夫馬代銀の領収証である。人
　　馬に対する賃銭は地方の負担に属し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たかがかりむらづかいちゅう),高懸村遣中)より支払（『藩史』）らわれた。　

　　　

　　　　　　　　　　夫馬儀定書之事
　一正銀　百六拾目

　右は此度夫馬為代銀御渡し被遣慥ニ請取申上候所、実正ニ御座候。然る上ハ当年三月より酉三月迄丸三年之

　間御用大切ニ相勤申上候。尤馬病死仕候て本人難相勤候得ハ村役人より急度御用無差支相勤居申上候。

　仍て夫馬議定書如件。
弘化三年午三月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊り村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫馬持　佐　助　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　　佐　助　印

　　　　戸崎久右衛門　殿

（『谷田収集文書』）　
　安政三年泊宿と潮津・長瀬両宿との積荷争いについての仲裁書

　　　　　　　　

　　　　　　　　　覚

一倉吉行御用荷物売荷共是迄之通直ニ泊より通可申●。但不正之儀致し候得は過料馬壱駄に付拾匆宛長瀬ヘ遣し可申尤倉吉通し之外諸荷物一切運ひ不申●。

一橋津より東ヘ参ル荷物御用荷物売荷物共長瀬馬請之●。

一同所より泊馬飯米付運ひ之儀勝手次第其外酒屋共之米は長瀬より附込之●。

　右者此度長瀬泊両宿懸合之儀ニ付御仲済被下一統承知仕候所相違無御座候。以上。

　　　　　　　　　　安政三辰三月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年行司　新三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　寄　孫三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄　屋　武　七

橋津井筒屋幸助　殿

（『泊村郷土誌』）　　
　
　文久二年泊り村役人御紋付挑灯にて出迎之一件につき達し書並に文久元年同件につき村役人願書
文久二年二月一八日

一去年七月、在御目付神坂幸之助儀廻在致し候節、河村郡泊り村役人共御紋付御桃灯燈し出迎致し候ニ付、下奉行より差咎メ、何時頃より如何様之趣意ニて燈来り候哉、与得取糺し可申達旨申付置候由之処、村役人始メ年長之者共、寄集り色々突鑿致し候得共、付留メ書類等も無之、尤同村之儀ハ、薪竹木不自由之村柄、御役人夜分通行之節、松明ニ差困り、寛政年中願之上、御紋付御桃燈弐張被仰付候哉之旨伝承致し候迄之旨、尤数年来燈し来り居申義ニ付、矢張是迄之通被仰付被為下候様、左之願書差出し候処、右は御役所之付留メ等も無之ニ付、御差止メをも可被仰付筋ニ候得共、数年来燈し来候儀、其上申立無余儀次第も有之ニ付、一座申談し之上、格別ニ以後御役人通行之送迎并難破船等非常之節々相用候丈ケ被成御免候間、決て猥ニ燈し候儀不相成間、其段申渡し候様、御郡之可申遣旨、在御目付浅井多一郎之申聞、其通り取計置候段申達候事。
　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一当七月在御目付様、西方より御帰被遊候ニ付、御紋付之御桃灯ニて御出迎申上候処、御下奉行啓次郎様より此御挑灯ハ何日頃より如何様之訳ニて燈来り候哉、被成御尋候ニ付、如何様之訳哉聢と存し不申候得共、前度より燈し来居候旨申上候処、何そ書類等ハ無之哉、書類等も有之候へは取糺し、次第柄具サ御達し申上候様、被仰付奉畏候。早速村役人并ニ年長者相招、書類穿鑿仕候得とも相分り不申、年長之者共聞伝ヘ居申ニハ、当村之儀、往昔兼て薪竹不自由之村柄ニて、御役人様夜分御通行之節、松明ニ差困り、寛政年中式村村役人栄次郎・忠兵衛と申者、松明難渋之筋奉願上、其節御紋付御挑灯弐張被仰付候哉之旨、伝承仕候迄ニて、外書類等も一向相見え不申、村役人中一統奉恐入候。誠ニ恐多奉存候得とも、前条申上候通、是迄数年来燈来り居申儀ニ付、矢張是迄之通り其儘被仰付候様、此度改て被仰付被為下候様、編ニ奉願上候。素より猥ニ用ひ候儀ニは無御座、御役人様夜通御用御送り御迎難破船非常ひれ節より外、決て用ひ不申上、何卒先規之通被仰付候様、偏ニ奉願上候。此段宜敷被仰上可被為下候。以上。
　　　　　　　　　文久元年酉一二月　日

河村郡泊り村

組頭　藤　助

同　　藤兵衛

同　　善　助

同　　庄三郎

同　　栄次郎

同　　富三郎

庄屋　朝次郎

尾崎恵助　殿

　　　　（右夫々奥書有）

（『鳥取県史』諸事控）

　文久四年　泊村駅御用相勤候御伝馬書上

（泊村庄屋より御殿様他御発駕御用を相勤めた実績を中庄屋へ報告したもの。）

　　　　　　　　　　覚

　御殿様御発駕　戌一〇月鳥取より平福通し

一御伝馬五疋　　不残正馬罷出相勤申上候。
　御殿様御発駕　右同断追懸り

一同弐疋　　　　此分御昼間ニ合不申上ニ付、雇賃壱疋ニ付百目ツ・相払之様被仰付候ニ付、右弐疋ニて弐百目鳥取問屋ヘ送り申上候。

　御前様

　　伊勢守様奥方様　戌一一月平福より鳥取通し被仰付

一御伝馬八疋

　　　内七疋　正馬罷出御用相勤申上候。

　　　　壱疋　正馬罷出候得共、鳥取ニて相煩ひ候ニ付、馬問屋ニて相雇ひ賃銀百拾五匆相渡申上候。

　右之通ニ御座候間、宜敷被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　文久四年子二月　日　　

河村郡泊村

　　　　庄屋　朝次郎

尾崎恵助　殿
（『泊村郷土誌』）

元治二年　御宿賃米値上げ許可願

（泊村中より、宿御用を相勤めるため、賃米の値上げを中庄屋へ願い出たもの。）
　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一当村之儀は御高八拾石、竃弐百三拾九軒宿、御用相勤兼て難渋之村柄ニ御座候外、宿トは相替及困窮毎々奉懸御厄介蒙御慈悲取続居申上候。近来宿御用始其外御用向繁く一統難渋仕居申。其上近頃は御通行之御方様多く相成、猶々難渋相増并浦手・倉吉・小鹿谷御用は外駅より余分、且小御高畑作許ニて一向営難相成ニ付、竃三歩弐余漁業仕仮成渡世相営候処、一昨年よりは昨年と追々諸色高直ニ相成候故、□人雇ひ仕候得は、賃銀莫大不遣ては勤呉不申、竃は弐百三拾九軒御座候得共、御用相勤候は百五拾三軒外無御座候用向差添ひ候節は無拠沖漁為止、御用大切ニ為相勤、実以一統困窮当惑仕居申候儀ニ御座候。殊ニ駅馬拾三疋御座候外、宿ニは御蔵所・糀株・草苅場等夫々結構被仰付置候得共、当宿ニ限其儀無御座、依之三年壱ト切とメ馬壱疋之御拝借之外、四百目宛村方より助銀仕誠ニ難儀至極奉存上候。右ニ付ては御時節柄御願申上候も恐入奉存候得共、御役人様御通行之砌、御宿賃米壱里壱升宛被遣候ニ付、何れの御方様も御同様壱里壱升宛ニ相成候様奉願上候。御時節柄重々奉恐入候得共、何卒格別之御慈悲を以、願之通御聞届被仰付候様宜敷被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　元治二年丑二月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村　中

組頭　重左衛門

〃　　元三郎
〃　　藤　　助

〃　　藤兵衛
〃　　庄三郎
〃　　善　　助

庄屋　市三郎
　　　尾崎恵助　殿

（『泊村郷土誌』）

慶応三年　泊村馬士馬引替銀拝借願

（泊宿馬士一三名より駅御用を相勤めるための拝借銀を中庄屋へ願出たもの。）

　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一私共儀、去ル亥八月より駅御用引請相勤居申候処、追々諸御用相増、殊ニ一昨年は長州行并ニ早馬御用其外御用共昼夜大切ニ相勤居申上候処、馬一統相痛引替不申ては不相成候得共、極貧窮人もの許にて替銀出し候風情も無御座、其儘致し居候得共、追々痛強く相成御困難相勤被成弥引替不申ては不相成ニ付、村方之助銀相願申上度候得共、小御高之村柄、殊ニ近来は諸色高直ニ相成、別て困窮仕居候処、助銀等行届不申、必至ニ難渋仕候。御時節柄恐入奉り候得共、壱疋ニ銀壱貫目宛無利拾年賦御拝借被仰付候得は馬引替、尚又御用大切ニ相勤一統難有仕合奉存候。何卒格別之御慈悲ヲ以願之通御聞届被仰付候様奉願上候。此段宜敷被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　慶応二年寅正月

河村郡泊村

馬士　治郎七

平右衛門

喜左衛門

栄三衛門

利　八

周　助

繁三郎

覚三郎

浅五郎

惣兵衛

佐　助

孫兵衛

多兵衛

組頭　元三郎

重右衛門

藤　助

藤兵衛

庄三郎

善　助

庄屋　市三郎

尾崎恵助　殿

（『泊村郷土誌』）

　　
　貞享元年　泊村へ遣わされた異国船に関するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せいさつ),制札)
貞享元年一一月日泊村え遣制札

一異国船沖に相見ヘ候ニおゐては、鳥取船手奉行え、早々注進可仕事

一異国船遭難風、令破損、若異国人陸え遁上るにおゐては、異国人気遣不仕様ニ、番等念入付置、早速可注進事

一異国に不限、不審なる船沖ニ有之、はし船など陸江差越躰にをゐてハ、様子見届、急可注進事

一異国人不斗来り、訴訟之事申におゐてハ、浜辺に奉行人有之間可申遣由相断、少もあらたてす可注進、至当座、人数多入事於有之は、先隣郷之もの可呼集事

一他国船たりとも、破損之節は、随分精入、肝煎可遣事

　右之旨堅可相守者也

　同日泊村え遣制札

一御番所無懈怠可相勤、惣て船手之儀においては、鳥取船手御奉行之可被任差図事

一沖に大船相見におゐてハ、倉吉御用人え注進、鳥取船手御奉行江茂、早々可有注進事

一不審成船於着岸は、阿らたて不申、陸へ上らせ、船道具御才覚取置可被申事
一前廉大庄屋申合置、何時も人多に入用之節は、在々より出会候様に可被仕事

一不審成船着岸之節は、倉吉組中当番迄かけつけ可申候左様之節は倉吉御用人と可有相談事
一泊村其外所々百姓、少も迷惑不仕様に被相心得、竹木伐採事ハ不及申、さいえん其外なり物等取荒し不申様に、下々迄可被申付事附、百姓壱人にても、御代官え断なくしてつかひ被申間敷候、并調物之代速ニ相済し、不滞様に可被仕事
一武具并諸道具請渡、取重て御番之節、改可被相渡事
　右条々堅可被相守者也

（『御船手御法度』）

　（文久二年？）泊り御番所異国船の横行に対する触書
　文久二年と推定されるこの触は、泊り御番所の発したものになっているが、恐らく同文の触書が他
　　の番所等からも出されたものと思われる。　　　　　　　　　

此度呉々申渡候主意は、別紙被仰出候通、異国人共近年横行超過致し、諸国廻船を妨、或は猥ニ上陸致し間
ニハ、理不尽之振廻も有之哉ニ相聞え可憎事ニ候。此上益々増長之程難斗、御国威ニも拘り候儀ニ付、厳重ニ取

計方も被為在度候得共、海上之儀ハ此所ニて厳重打拂候得ハ、又彼所ニ上リ可致狼籍理難計ニ付、若不行届之向
も有之候てハ、如何ト御不与●ニ思召候段、恐多キ事ニ候ハズヤ。日本四海兼て覚悟用意を致し、万一之節ハ上下
一致ニ心力を合相拒ミ、異賊之災を払式百年来昇平之徳沢ニ浴し候。
御国恩可奉報は此時と、厚く心を懸、等閑ニ承り忘却致間敷候。誠ニ神武盛徳之御大国、異賊之類ニ横行致

させ候てハ、口惜キ事ニ候間、各分外之力を励し、臨時之御用可相勤者也
　　　　　　　　戌二月（文久二年？）

泊り御番所

（『泊村郷土誌』）　

文久年間　泊村漁師共異船発見申達につき報告

　文久二、三年に漁師が異船を発見、御番所役人より報告があった旨。同四年も同様の報告があったこ
　とを「諸事控」に記している。

　文久二年三月廿四日

一河村郡泊村漁師共、昨廿三日朝五時頃、同郡宇野村沖合四里半位之所え異船と相見、四本帆之大船壱艘

　東ノ方え●居申候処、俄ニ西ニ向ケ●候を見受候旨申達候段、泊村御番所詰より申達候由、昨廿三日御船奉行黒部権之介より長役え申越し、并右同様順々西え●候旨河村・久米・八橋三御郡役人共よりも夫々注進致し候ニ付、承置候事。
（『鳥取県史』諸事控）　　

　文久三年九月一三日

一去ル九日、河村郡泊村漁師并八橋郡赤碕村漁師次平と申者、七八里沖合ニて、長五六拾間位之火車船え夷人躰之者乗組、西ノ方え●通り候を見請、罷帰候段、夫々御郡役人より申達し候付、伺扣ニ有之通、申達し置候事。
（『鳥取県史』諸事控）　　

　文久四年六月六日

一去ル朔日八半時頃、河村郡泊村五六里位沖合え、異国船と相見え候船、西風烈敷吹込候て、風向●去り、翌二日七時頃同村ニて八九里位沖合へ同様相見へ、尤余程相隔り居申聢と見定メ付難く内、夕立之景色ニて曇り渡り、夫レ限リ見ヘ不申段、同郡御郡役より申達し候ニ付、其段御月番主水介殿え、構御郡奉行罷出申達ス。然ル処、沖合え滞船致し侯程も難計旨、一座談し合之上、左之通去ル四日暁七ツ時出立ニて、同郡宇野村迄出張致し侯得共、前条之次第ニて其後ハ一向相見ヘ不申ニ付、今日引取其段主水介殿え申達し侯事。
　　　　御郡奉行　●川源治郎

　　　　在下吟味役　広江夫兵衛　谷口助之丞

（『鳥取県史』諸事控）　

　　

　万延元年上井村御用船引揚諸費につき、郡中高懸り願書
　宇野村灘で上井村御用船EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(（マヽ）),●)込み一件につき御舟手奉行、中庄屋の差図のもと、宇谷村からも応援

を得て引揚げた。其節諸雑費がかかったので、郡中の高懸りでもって支弁していただくよう願出た
もの。


　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一宇野村灘ニて、去末一二月一六日暮頃、上井村御用船●込候ニ付、村役人手配仕、村中召連種々相働キ、其上御船手御下奉行辰次郎様并ニ中庄屋尾崎恵助殿御差図を以引揚懸り仕侯得共、俄ニ高浪大荒と相成候ニ付、達者若者并ニ海士六拾壱人海中え飛為込、村中男女共相懸り、四つ時過キ迄漸々引揚仕、夫より明ル一七日一八日陸引ニて橋津村迄送り懸ケ候得共、雪中ニて大ニ手間取り、一村ニてハ陸引無覚束、宇谷村より人夫弐拾人相願、漸々橋津村迄送り申候仕合ニて、大ニ難儀仕候。依て其節、諸雑費少々斗リ相懸リ候ニ付、別紙帳面奉差上候。御時節柄奉恐入候得共、何卒御郡中高懸リニ被仰付候、様村方一統奉願上候。此段宜敷被仰上可被為下候。以上。
　　　　　　　　　　万延元年申一〇月　日

河村郡宇野村　　　　　　　　

組頭　　　万右衛門　印

同　　　　八郎左衛門　印

同　　　　伊三郎　印

同年行司　与兵衛　印

　　　庄屋　　覚蔵　殿

右之通奉願上候、宜敷被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　万延元年申一〇月　日

庄屋宇野村　　
覚蔵　印

　　　尾崎恵助　殿

（『谷田収集文書』）

　文久三年泊浦船荷積廻しにつき飯米給付願とその証

（由良より橋津の台場へ大筒を積廻した故、作業に当ったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),水)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こ),主)に対する飯米を給付されるようにとの願
　書とその覚書）

　　　　　　　　　　乍恐奉願上候覚
一先達て八橋郡由良村より橋津御台場へ大筒積廻し候様被仰付奉畏、式浦初三郎ト申者、水主弐人乗組去月一八日由良村え罷越し、同廿二日橋津え積廻し申上候。右ニ付弐人分四日之間飯米被仰付候様奉願上候。何卒此段御聞届被仰付候様宜敷被仰上可被為下偏ニ奉願上候。以上。
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　文久三年亥一一月

組頭　善　助

庄屋　朝次郎

（『泊村郷土誌』）

　　　　　　　　　覚

一小漁船　弐人乗　　泊浦船頭　初三郎

一三斥筒　壱挺

　　玉弐俵

　右ハ一月一八日出帆積請仕同廿二日橋津浦御台場え荷揚仕候

　右之通相違無御座候宜敷奉願上候。以上。

　　　　　　　　　　文久四年子正月　日

河村郡泊り村　　

庄屋　朝次郎

　　　　　松村逸之丞　様

（『泊村郷土誌』）

　文久二年及び四年泊浦へ石州瓦EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にゅうしん),入津)御免願
　　　　　　　乍恐奉願上覚
一私儀兼て石州方え馴染之者御座候ニ付、瓦并石流し敷石等買入宛年々先銀相渡し居申候処、近来右瓦入津御差留相成候ニ付、石類斗にて入銀為致候得共、何様銀高少之品ニて、先銀渡差引残り金高四拾三両弐歩残り居申候。依之度々催促仕候得共、元来瓦引当之先銀故是非瓦ニて引取呉候様申張候ニ付、甚難渋仕候。何卒格別之御慈悲を以、石州瓦壱万五千枚入津御免被仰付被為下候得は、誠ニ以難有仕合奉存候。此段宜敷様被仰付可被為下候。以上。
　　　　　　　文久二年戌四月　日

河村郡泊村　　　

願主　藤次郎

組頭　庄三郎

庄屋　朝次郎

　　　　　尾崎恵助　殿

（夫々奥書有）

（小書）

　河村郡泊村より別紙之趣願出候ニ付、御国産方御船手御調之上、御聞届被遣候様、此段申上候。
（御書付）

　左之者共儀、左之通願出候趣、左之通承届候間、此旨可被由渡事。
河村郡泊村

藤次郎

　右者馴染之ものより瓦石流し等買入、先銀相渡し居申処、差引残り有之ニ付、瓦壱万五千枚入津御免之

　儀、願出候趣、其通承届候旨。

（『鳥取県史諸事控』）　

　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚　　

一先達て石州瓦芦崎橋津浦え入津御免被仰付候得共、当浦えハ御免不被仰付、然る処当村船持之者共兼て
　積荷無御座ニ付ては、年中多分石州辺え鉄砂運送仕候処、帰り荷無御座節ハ右瓦積入帰船仕候得共、前　

　条当浦入津相成不申ニ付ては一統難渋仕候。御慈悲を以、当浦え右瓦入津御免被仰付被為下候ハヽ、一
　統難有仕合奉存候。此段偏ニ奉願上候。以上。
　　　　　　　　文久四年子二月　日

河村郡泊浦村　　

船持中

組頭　元三郎

藤　助

直次郎

藤兵衛

庄三郎

仮組頭　栄　口

庄屋　朝次郎

松村逸之丞　様

（『泊村郷土誌』）

　慶応元年・二年泊浦船出勢米銀請取証

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　覚

一銀札百九拾弐匆五分　式村利三郎
　　　　　　　　子一一月五日より当丑正月廿二日迄

　　　　　　　　日数合七拾七日　一日弐匆五分宛
　右は御出勢ニて、越通船乗組浦水主罷出候ニ付、請取相渡し申上候。以上。

　　　　　　　　　慶応元年丑閏五月

河村郡泊浦　　　

庄屋　市三郎

松村逸之丞　様

　　　　　　　　　　　覚

一玄米七斗七升　　　　　式村利三郎

　　　　　　　　子一一月五日より当丑正月廿二日迄日　
　　　　　　　　数合七拾七日　　一日壱升宛

　　　　　　　　但し橋津御蔵ニて御渡し

　右は御出勢ニて、越通船乗組浦水主罷出候ニ付、請取相渡し申上候。以上。

慶応元年丑閏五月

河村郡泊浦　　　

庄屋　市三郎

松村逸之丞　様

（『泊村郷土誌』）

　　覚
河村郡泊浦

栄七船

一玄米八斗八升　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弐人乗

　　　　　　　　但し六月廿七日より八月一一日迄日数

　　　　　　　　合四四日　壱人一日夫持桝壱升宛　　　　　　　　　　　　　　　　　　同郡同浦

清三郎船

一同八斗六升　　但し六月廿八日より八月一一日迄日数　　　　　　　　　　　　　　　　　　弐人乗

　　　　　　　　合四三日　壱人一日夫持桝壱升宛　　　　　　　　　　　　　　　　　　同郡同浦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増三郎船
一同六斗八升　　但し七月八日より八月一壱日迄日数合　　　　　　　　　　　　　　　　　　弐人乗

　　　　　　　　三四日　壱人一日夫持桝壱升宛

〆弐石四斗弐升

　右は御出勢御用為御用意、高草郡於加露浦出船御差留中被遣米ニて、慥ニ請取申上、夫々え相渡申候。以上。
　　　　　　慶応二年寅九月　日

河村郡泊浦　　　

庄屋　市三郎

　　　　太田久四郎　様
（『泊村郷土誌』）

　

　慶応三年泊村清十郎船破船漂流の処、救助につき達し書

　泊浦の清十郎とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),水)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こ),主)一人の乗ったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とかい),渡海)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せん),船)が、浜の目（弓浜）へ向けて出帆したが、途中汗入郡沖で
　　強風のため転覆、漂流中を隠岐船に救助され、美保関まで帰った旨。

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　乍恐御達申上候覚
一式村清十郎儀、弐拾石積船取持仕、水主共弐人乗、当月廿一日気多郡長和瀬村より割木積請、同廿二日

　五ツ時式所出帆、浜の目心掛北風を●乗り候処、汗入郡木料前谷辺沖合ニて船打覆シ、追々風荒吹致し方無　

　御座、両人共船ニ取付流居候処、隠岐国知夫里郡伝五右衛門船●参り、両人共助ケ貰ひ、同夜五ツ時三保ケ
　関え揚陸助命仕候ニ付、乍恐此段御達申上候。以上。

　　　　　　　　　　　慶応三年卯ノ八月

河村郡泊村　　　

庄屋　市三郎

　　　　太田久四郎　様

（『泊村郷土誌』）

　明治四年泊り御番所へ宇野村船改め及び漂着●につき御届書

　　　　　　　　　　　乍恐御届書之覚
一　四拾俵積船　　　　大漁船三艘

一　三拾五俵積船　　　小漁船四拾七艘

一　弐拾五俵積船　　　同　　　　九艘

一　弐拾俵積船　　　　布苅船五艘

一　五俵積船　　　　　さんは船拾艘

　〆

右之通相改候所相違無御座候。以上。

　　　　　　　　　明治四年末四月
宇野村　　　　　　　　

庄屋　尾崎源六　印

泊り御番所

（『谷田収集文書』）　　

宇野村灘漂着●につき届書

　　　　　御届書之覚
一　●　数々

右之通当村傍示磯泙灘え流寄候ニ付此段御届申上候　以上

　　　　　明治四年末七月　日

河村郡宇野村　　　　　

庄屋　尾崎源六　印

　泊り御番所

（『谷田収集文書』）

　明治四年竹中多三郎園村東谷直太郎へ売船の儀につき願書


　　　　　　　　乍恐奉願書上之覚
一　拾六石積船壱艘　　　竹中多三郎

右は御焼印御直押、此段園村東谷直太郎へ売船仕度段願出候ニ付、何卒御聞届被仰付候様、此段偏ニ奉願上候　以上

　　　　　　　　　明治四年末一一月

河村郡宇野村　　　　　

庄屋　尾崎源六　印

　　　　尾崎文五郎　殿

　前書之通奉願候。宜敷被仰付可被為下候。以上。

　　　　　　　　　一一月

尾崎文五郎　印

　　　　馬場少属　御中

（『谷田収集文書』）
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